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平成13年4月11日�

私
の
崋
山
研
究

常
葉
学
園
短
期
大
学
教
授
・
常
葉
美
術
館
館
長

日
比
野
秀
男

私
は
昭
和
四
八
年
三
月
に
慶
大
大
学
院
修
士
課
程
を
修
了
し
た
。
当
時
、
崋
山
の
研
究
者
と
し
て

知
ら
れ
る
菅
沼
貞
三
先
生
が
東
洋
美
術
史
の
教
授
と
し
て
在
任
さ
れ
て
お
り
退
職
さ
れ
た
の
は
、
私

の
修
士
課
程
の
二
年
の
頃
で
あ
っ
た
。
多
く
の
方
々
か
ら
さ
ぞ
か
し
在
学
中
に
は
菅
沼
先
生
か
ら
崋

山
に
つ
い
て
教
え
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
と
云
わ
れ
た
が
、
私
は
ま
っ
た
く
聞
い
た
こ
と
は
な
か
っ
た
し
、

迂
闊
な
こ
と
に
菅
沼
先
生
が
崋
山
の
研
究
者
で
あ
る
と
い
う
こ
と
す
ら
知
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

菅
沼
先
生
の
講
義
は
も
っ
ぱ
ら
日
本
美
術
の
古
い
時
代
の
も
の
で
あ
り
、
奈
良
平
安
時
代
が
主
で
せ

い
ぜ
い
鎌
倉
時
代
ぐ
ら
い
ま
で
で
あ
っ
た
。
当
時
は
仏
教
美
術
が
専
門
で
な
い
の
か
と
思
っ
た
り
し

た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
一
度
だ
け
東
京
美
術
倶
楽
部
で
開
催
さ
れ
た
崋
山
の
展
覧
会
に
連
れ
て
い
っ

て
い
た
だ
き
、
そ
の
帰
り
に
近
く
の
美
術
商
で
崋
山
の
作
品
を
拝
見
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
く
ら
い
で

あ
る
。

そ
の
後
、
私
が
崋
山
に
つ
い
て
関
心
を
も
っ
た
の
は
、
静
岡
県
立
美
術
館
の
開
館
記
念
展
と
し
て

「
東
西
の
風
景
画
展
」（
昭
和
六
一
年
四
月
）
を
準
備
し
て
い
る
と
き
で
あ
っ
た
。
こ
の
展
覧
会
は
日

本
、
中
国
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ
の
山
水
風
景
表
現
を
比
較
し
て
展
示
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。
そ
の
中
で
江
戸
時
代
後
期
の
山
水
表
現
の
代
表
作
と
し
て
崋
山
の
「
千
山
万
水
図
」
を
出

品
し
て
い
た
だ
き
た
く
、
何
回
も
秋
田
へ
お
願
い
に
伺
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
結
局
、
展
覧
会
の
直
前

に
ご
所
蔵
家
が
亡
く
な
り
図
録
に
は
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
展
示
は
で
き
な
か
っ
た
。
展
示
が
実
現
し

た
の
は
翌
年
に
開
催
し
た
「
近
代
の
日
本
画
｜
伝
統
と
革
新
の
一
世
紀
展
」
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、「
千
山
万
水
図
」
に
崋
山
の
海
防
思
想
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
の
考
え
に
至
っ
た
の
は
平

成
元
年
の
秋
、
常
葉
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
「
崋
山
名
品
展
」
の
時
で
あ
る
。

江
戸
時
代
の
画
家
で
と
り
わ
け
人
々
に
敬
愛
さ
れ
る
と
と
も
に
多
く
の
研
究
成
果
が
挙
が
っ
て
い

る
の
は
尾
形
光
琳
、
田
能
村
竹
田
な
ど
が
あ
る
が
崋
山
も
も
っ
と
も
文
献
の
多
い
画
家
で
あ
る
。
そ

の
文
献
の
山
を
見
れ
ば
だ
れ
し
も
自
分
が
研
究
を
し
よ
う
と
は
思
わ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
う
し

た
中
で
私
は
自
分
自
身
の
年
齢
と
崋
山
の
年
齢
と
を
重
ね
併
せ
な
が
ら
作
品
に
つ
い
て
考
え
て
い
る

と
彼
の
思
想
と
い
う
も
の
が
如
実
に
見
え
て
き
た
よ
う
な
気
が
し
て
き
た
。
そ
う
し
て
平
成
二
年
か

ら
七
年
位
に
か
け
て
次
々
と
考
え
が
進
展
し
て
い
っ
た
。
自
分
自
身
と
崋
山
と
が
見
え
な
い
糸
で
結

び
付
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
こ
と
も
何
回
か
あ
っ
た
。
そ
れ
は
あ
る
一
面
か
ら
言
え
ば

義
憤
と
呼
ん
で
よ
い
よ
う
な
も
の
で
も
あ
っ
た
。

作
品
を
見
る
と
い
う
こ
と
は
、
い
つ
で
も
同
じ
よ
う
に
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
画
家
は
画
嚢
を

肥
や
す
と
言
っ
て
万
巻
の
書
を
読
み
、
万
里
の
道
を
ゆ
く
と
も
言
わ
れ
る
。
研
究
も
同
じ
よ
う
に
回

り
道
を
し
て
考
え
が
進
ん
で
ゆ
く
も
の
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。



財
団
法
人
崋
山
会
が
発
足
し
て
は
や
十

三
年
、
平
成
五
年
に
は
、
田
原
町
博
物
館

も
完
成
し
て
、
渡
辺
崋
山
先
生
の
顕
彰
を

柱
と
す
る
田
原
町
の
文
化
施
設
も
一
層
充

実
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
明
治
四

十
三
年
「
崋
山
会
報
」
第
一
号
の
発
行
で

頓
挫
し
て
い
た
会
報
も
、
平
成
十
年
に
は

改
め
て
創
刊
さ
れ
、
は
や
第
六
号
の
発
行

を
数
え
る
こ
と
に
な
り
ご
同
慶
の
い
た
り

で
あ
り
ま
す
。
会
報
発
行
の
下
支
え
と
な

っ
て
い
る
崋
山
・
史
学
研
究
会
の
活
動
も

ま
す
ま
す
充
実
さ
れ
、
崋
山
文
献
の
研
究

の
み
な
ら
ず
、
研
修
視
察
も
回
を
重
ね
ら

れ
て
、
各
地
の
崋
山
先
生
ゆ
か
り
の
方
々

と
の
交
流
も
盛
ん
に
な
っ
て
き
て
い
る
と

伺
っ
て
い
ま
す
。

議
会
活
動
に
携
わ
っ
て
い
る
議
会
人
と

し
て
思
う
の
に
、
各
地
の
崋
山
先
生
ゆ
か

り
の
方
々
が
一
同
に
会
し
て
、
語
り
合
っ

て
み
て
は
い
か
が
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
と

思
う
次
第
で
あ
り
ま
す
。

崋
山
先
生
の
旅
行
記
の
残
っ
て
い
る
地

域
で
は
、
各
地
に
お
い
て
多
く
の
碑
文
や

記
念
碑
が
残
さ
れ
、
地
域
住
民
の
誇
り
と

な
す
と
と
も
に
、
地
域
発
展
の
た
め
盛
ん

に
崋
山
先
生
の
顕
彰
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。「

毛
武
游
記
」
の
群
馬
県
桐
生
市
で
は
、

地
元
崋
山
会
が
盛
ん
に
顕
彰
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
し
、「
游
相
日
記
」
の
厚
木

市
・
綾
瀬
市
で
は
、
市
内
の
文
化
財
め
ぐ

り
コ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
て
い
る
そ
う
で

す
。
ま
た
、「
訪
c
録
」
の
熊
谷
市
で
は
、

多
数
の
記
念
碑
が
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
元
で
は
、「
参
海
雑
志
」
の

赤
羽
根
町
、
渥
美
町
、
伊
勢
の
神
島
、

「
四
州
真
景
図
」
の
千
葉
県
、
茨
城
県
等
、

崋
山
先
生
の
残
さ
れ
た
記
録
や
絵
画
を
振

り
返
っ
て
当
時
を
語
り
合
う
の
も
日
本
文

化
の
理
解
を
深
め
る
一
助
に
な
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
関
係
の
市
町
村
に

呼
び
か
け
て
、「
崋
山
サ
ミ
ッ
ト
」
を
開

催
し
て
み
て
は
い
か
が
な
も
の
で
し
ょ
う

か
。
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字
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重
要
文
化
財
　
佐
藤
一
斎
像

文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
絹
本
著
色

縦
八
〇
・
六
㎝
　
横
五
〇
・
二
㎝

東
京
国
立
博
物
館
蔵

一
毫
似
我
、
謂
之
我
可
也
、
一
毫

不
似
我
、
謂
之
非
我
可
也
、
其
似

与
不
似
者
貌
也
、
存
於
似
与
不
似

之
外
者
神
也
、
是
神
也
、
無
生
滅

無
古
今
、
盤
為
川
嶽
凝
為
星
辰
、

聚
為
風
霆
散
為
煙
雲
、
磅
宇

宙
無
有
不
存
也
、
然
則
不
似

者
亦
尽
我
也
、
而
況
其
似
者
、

誰
謂
非
我
真
乎
哉

甲
申
長
夏
上
澣
三
日

五
十
三
翁
坦
自
題

賛
の
意
味
は
「
似
る
も
似
な
い
も
筆
の

技
で
あ
る
。
我
が
像
は
よ
く
似
て
真
を
表

す
。
こ
れ
は
神
わ
ざ
で
あ
る
。」

佐さ

藤と
う

一い
っ

斎さ
い

は
、
安
永
元
年
（
一
七
七
二
）

に
美
濃
の
岩
村
藩
家
老
佐
藤
信の

ぶ

由よ
り

の
子
と

し
て
江
戸
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
若
年
か
ら

前
藩
主
の
三
男
衡た

い
ら

と
共
に
儒
学
を
学
び
ま

す
。
一
斎
が
二
十
二
歳
の
時
、
大
学
頭

だ
い
が
く
の
か
み

林

信
敬
に
入
門
し
ま
す
が
、
同
年
信
敬
が
没

し
、
幕
命
に
よ
り
衡
が
、
林
家
第
八
代
の

大
学
頭
を
つ
ぐ
と
、
一
斎
は
衡
す
な
わ
ち

述
斎
の
門
人
と
な
り
ま
す
。三
十
四
歳
で
、

一
斎
は
林
家
の
塾
長
と
な
り
、
述
斎

じ
ゅ
っ
さ
い

が
没

す
る
ま
で
、
林
家
の
門
人
と
し
て
過
ご
し

ま
す
。
没
し
た
年
、
七
十
歳
で
は
じ
め
て

幕
府
の
儒
臣
と
な
り
、
将
軍
・
諸
大
名
に

招
か
れ
、
講
義
を
行
い
ま
す
。
こ
の
肖
像

画
は
、
崋
山
が
二
十
九
歳
で
、
一
斎
五
十

歳
の
像
を
描
い
た
も
の
で
す
。
崋
山
は
十

九
歳
で
佐
藤
一
斎
の
門
下
生
と
な
り
ま
し

た
の
で
、
入
門
後
十
年
を
経
て
か
ら
の
作

と
な
り
ま
す
。こ
の
作
品
の
稿
本
と
し
て
、

朱
書
で
数
字
を
記
入
さ
れ
た
も
の
が
残
さ

れ
、
そ
の
精
密
な
描
写
は
渡
辺
崋
山
肖
像

画
の
制
作
順
を
知
る
上
で
、
興
味
深
い
も

の
で
す
。
対
看
写
照
に
よ
る
西
洋
的
な
立

体
感
と
南
画
技
法
の
融
合
は
、
崋
山
初
期

肖
像
画
の
代
表
作
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

款
記
は
「
文
政
辛
巳
孟
秋
下
澣
、
受
業
弟

子
渡
邊
登
拝
手
敬
写
」、
印
に
白
文
連
印

の
「
辺
静
・
子
安
」
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

図
中
朱
文
方
印
に
「
文
政
四
年
辛
巳
三
月

朔
日
月
五
星
聚
室
璧
次
暦
家
謂
之
合
璧
連

珠
係
坦
於
五
十
時
事
」
と
あ
り
、
一
斎
五

十
歳
の
賀
印
が
押
さ
れ
て
い
ま
す
。

画
上
の
賛
は
本
図
が
描
か
れ
た
三
年
後

の
文
政
七
年
に
一
斎
自
身
に
よ
っ
て
添
え

ら
れ
た
も
の
で
す
。

田
原
町
博
物
館
学
芸
員

鈴
木
利
昌
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前
回
に
続
き
崋
山
の
自
叙
伝
と
も
い
う
べ
き
『
退
役
願

書
之
稿
』
の
内
容
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
が
、
今
回
紹
介

す
る
部
分
に
は
、
崋
山
の
七
人
の
兄
弟
に
つ
い
て
の
記
述

が
あ
り
ま
す
の
で
、
崋
山
の
兄
弟
に
つ
い
て
『
渡
邉
家
系

譜
』
か
ら
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。

◎
茂
登
　
幼
名
　
里
ん

寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
十
一
月
十
二
日
生
ま
れ
。

上
州
桐
生
岩
本
家
三
代
茂
左
衛
門
（
商
家
）
に
嫁
ぐ
。

二
男
一
女
が
あ
り
、
喜
太
郎
が
後
継
と
な
る
。

慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
七
月
二
十
六
日
没
。

◎
ま
き
　
幼
名
　
寿
て

寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
二
月
十
二
日
生
ま
れ
。

永
井
左
衛
門
（
旗
本
）
の
家
臣
佐
藤
藤
助
に
嫁
ぐ
。

天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
正
月
十
六
日
没
。

◎
熊
次
郎
　
後
に
定
意

享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
正
月
十
三
日
生
ま
れ
。

文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）
二
月
十
一
日
出
家
し
、

芝
増
上
寺
山
内
寮
主
建
竜
和
尚
の
弟
子
と
な
る
。
同
年

四
月
、上
州
館
林
善
道
寺
で
定
覚
上
人
の
弟
子
と
な
り
、

剃
髪
し
て
名
を
定
意
に
改
め
る
。

文
政
十
三
年
（
一
八
三
〇
）
七
月
二
十
六
日
武
州
熊

谷
宿
釜
屋
音
次
郎
方
に
て
客
死
す
る
。

◎
喜
平
次
　
幼
名
　
留
之
助

文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
八
月
三
日
生
ま
れ
。

母
方
の
姓
河
村
を
名
乗
ら
せ
る
。

水
野
伯
耆
守
（
旗
本
）
の
家
臣
堀
田
又
左
衛
門
の
養

子
と
な
る
。

文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）
六
月
十
三
日
没
。

◎
助
右
衛
門
　
幼
名
　
於
菟
弥

文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
十
月
二
日
生
ま
れ
。

文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
）
岡
崎
藩
本
多
中
務
大
輔

の
家
臣
中
山
幸
次
郎
保
秀
の
養
子
と
な
り
、
中
山
順
蔵

保
道
と
名
乗
る
。
登
没
後
も
生
存
す
る
。

◎
継
　
幼
名
　
縫

文
化
七
年
（
一
八
一
〇
）
七
月
十
一
日
生
ま
れ
。

文
化
十
年
（
一
八
一
三
）
十
二
月
二
十
七
日
酉
刻
過

ぎ
、
痘
瘡
で
早
世
す
る
。

◎
五
郎文

化
十
三
年
（
一
八
一
六
）
三
月
十
六
日
生
ま
れ
。

如
山
ま
た
は
華
亭
と
号
し
、
崋
山
や
椿
山
に
師
事
し

書
画
を
か
く
。

天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
七
月
十
二
日
病
没
。

そ
れ
で
は
、
前
回
の
続
き
、
崋
山
が
儒
者
に
な
ろ
う
と

決
意
し
て
か
ら
の
こ
と
で
す
。

私
の
兄
弟
は
み
な
幼
く
て
、
七
人
〈
五
郎
は
ま
だ
生
ま

れ
て
い
ま
せ
ん
〉
ほ
ど
い
ま
し
た
。
母
の
手
一
つ
だ
け
で

老
祖
母
や
病
気
の
父
、
私
た
ち
兄
弟
が
そ
の
日
の
生
活
を

し
て
い
る
と
い
う
状
態
で
し
た
の
で
、
右
の
よ
う
な
余
裕
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（
儒
者
に
な
る
こ
と
）
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
貧
窮
は

も
の
す
ご
く
は
げ
し
く
、
筆
紙
に
尽
く
せ
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
貧
窮
の
た
め
、
弟
た
ち
は
寺
に
奉
公
に
出
し

た
り
出
家
さ
せ
た
り
、
妹
は
旗
本
に
奉
公
に
出
し
た
り
し

ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
寒
苦
艱
難
の
な
か
、
私
が
十
四
歳
ば
か
り

の
時
に
、
幼
少
の
弟
を
奉
公
に
出
す
た
め
に
、
板
橋
ま
で

送
っ
て
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
雪
が
ち
ら
ち
ら
と

降
っ
て
い
る
な
か
、
弟
は
八
、
九
歳
で
し
た
が
、
見
も
知

ら
ぬ
荒
々
し
い
男
に
連
れ
ら
れ
て
、
後
ろ
を
振
り
向
き
降

り
向
き
し
な
が
ら
別
れ
た
こ
と
は
今
も
眼
前
に
浮
か
ん
で

き
ま
す
。
右
に
述
べ
た
弟
は
定
意
と
い
い
、
後
に
熊
谷
宿

で
客
死
し
ま
し
た
。

崋
山
の
末
弟
　
五
郎

『
幼
少
の
弟
を
私
十
四
歳
計
の
時
、
板
橋
迄
生
別
れ
に
送
り

参
り
候
時
、
雪
は
ち
ら

く
ふ
り
来
、
弟
は
八
、
九
歳

に
て
見
も
し
ら
ぬ
あ
ら
男
に
連
れ
ら
れ
、
跡
を
振
向
振

向
わ
か
れ
候
事
、
于
今
目
前
に
見
え
候
如
く
御
坐
候
』

①
　
崋
山
十
四
歳
は
、
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
の
こ

と
。
こ
の
時
、
熊
次
郎
は
四
歳
。
熊
次
郎
が
八
、
九

歳
な
ら
、
崋
山
は
十
八
、
九
歳
。

こ
の
年
齢
の
食
い
違
い
に
つ
い
て
、
小
澤
耕
一

先
生
は
、『
崋
山
渡
邉
登
』（
崋
山
会
刊
）
の
中
で
、

諸
氏
の
説
を
紹
介
し
た
後
、『
渡
邉
氏
家
系
』
を
根

拠
に
、「
文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）
登
二
十
二
才
、

熊
次
郎
は
十
二
才
と
見
る
方
が
確
実
性
が
高
い
。」

と
述
べ
て
い
る
。（
同
書
一
六
ペ
ー
ジ
）

②
　
こ
の
場
面
を
、田
原
町
立
田
原
中
部
小
学
校
で
は
、

「
崋
山
劇
・
板
橋
の
別
れ
」
と
し
て
、
毎
年
学
芸
会

で
上
演
し
て
い
る
。「
立
志
」
同
様
第
四
号
の
会
報

参
照
の
こ
と
。

留
之
助
と
い
う
弟
は
、
始
め
七
歳
の
時
、
青
松
寺
と
い

う
寺
に
奉
公
に
出
し
、
後
に
旗
本
屋
敷
に
養
子
に
出
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
も
と
も
と
食
べ
物
が
足
り
な
か
っ
た
か

ら
で
す
。
養
子
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
う
え
な
い
幸
せ
だ

っ
た
の
で
、
家
族
の
も
の
は
軽
く
考
え
て
し
ま
い
、
丸
裸

同
然
で
養
子
に
出
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。い
っ
て
み
れ
ば
、

孤
児
の
よ
う
で
あ
っ
た
の
で
、
何
事
に
つ
け
先
方
が
里
方

を
あ
な
ど
っ
て
し
ま
い
、
留
之
助
は
、
つ
い
に
京
都
に
出

奔
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

後
に
、
養
子
先
の
主
人
が
、
留
之
助
の
こ
と
を
惜
し
い

人
物
と
考
え
た
の
で
、
連
れ
戻
そ
う
と
し
ま
し
た
が
、
数

年
間
な
ん
ぎ
を
し
て
い
た
の
で
、
京
都
で
病
気
に
な
っ
て

し
ま
い
、
と
う
と
う
江
戸
に
帰
ら
ず
に
死
ん
で
し
ま
い
ま

し
た
。

妹
二
人
も
述
べ
た
よ
う
な
家
の
状
況
な
の
で
、
一
人
は

遠
方
へ
遣
わ
し
、も
う
一
人
は
貧
家
に
遣
わ
し
た
と
こ
ろ
、
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貧
死
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
え
て
み

る
と
、
そ
の
も
と
は
、
み
ん
な
至
貧
至
困
が
原
因
で
、
ほ

ど
こ
す
べ
き
手
立
て
が
な
か
っ
た
上
に
、
父
親
が
大
病
で

あ
っ
た
か
ら
で
、
兄
弟
の
半
分
以
上
は
、
非
却
同
様
の
病

死
で
し
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
多
く
の
困
難
な

こ
と
が
差
し
迫
っ
て
い
た
こ
と
を
お
察
し
下
さ
い
。

私
の
母
は
、
近
ご
ろ
ま
で
夜
寝
る
時
に
、
布
団
と
い
う

も
の
や
夜
着
と
い
う
も
の
を
引
き
か
ぶ
っ
て
寝
て
い
る
の

を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
破
れ
た
畳
の
上
に
ご
ろ
寝

を
し
、
冬
は
炬
燵
で
寝
て
い
ま
し
た
。
私
の
父
が
大
病
で

し
た
の
で
、
高
額
な
薬
を
買
い
、
投
薬
の
礼
を
医
師
に
渡

さ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
毎
日
食
べ
る
め
ん
類
等
に
も
事
欠

く
次
第
で
し
た
。
畳
や
建
具
の
ほ
か
は
、
た
い
て
い
質
に

出
し
、
な
お
、
借
金
も
親
類
か
ら
借
り
尽
く
し
て
い
ま
し

た
。わ

ず
か
南
鐐
（
二
朱
判
銀
）
一
片
を
借
り
に
、
母
方
の

身
内
で
本
所
一
ツ
目
に
住
む
山
伏
の
と
こ
ろ
へ
、
母
が
、

た
だ
今
存
生
し
て
い
る
助
右
衛
門
と
い
う
弟
を
背
負
い
、

あ
え
て
雪
の
中
を
出
掛
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
夜
に

な
っ
て
か
ら
帰
宅
し
た
の
で
、
私
が
足
を
洗
う
湯
を
沸
か

し
て
い
た
と
こ
ろ
、
衣
類
を
焦
が
し
て
し
ま
い
、
大
い
に

叱
ら
れ
た
こ
と
を
今
も
覚
え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事
情
で
し
た
の
で
、
高
橋
文
平
様
と
ま
た

相
談
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
高
橋
様
が
、

「
と
も
か
く
学
問
な
ど
や
っ
て
儒
者
に
な
っ
た
と
こ
ろ

で
、
お
金
が
と
れ
る
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い

ず
れ
に
し
て
も
貧
を
救
う
道
が
第
一
で
す
。」

と
言
わ
れ
る
の
で
、
爽
鳩
先
生
に
頼
み
、
芝
の
白
川
芝

山
と
い
う
画
家
に
入
門
し
ま
し
た
。
こ
の
時
、
私
は
十
六　

①

歳
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。

し
か
し
、
貧
人
な
の
で
謝
礼
が
十
分
に
で
き
ず
、
わ
ず

か
二
年
で
絵
を
教
え
る
こ
と
を
断
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
私
も
、
こ
の
時
ば
か
り
は
ど
う
し
た
ら
い
い
だ
ろ
う

と
泣
き
し
ず
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
父
親
が
、

「
金
陵
は
、
両
敬　

②

の
大
森
勇
三
郎
様
の
家
来
だ
か
ら
、

事
情
を
言
え
ば
同
情
し
て
下
さ
る
だ
ろ
う
。」

と
言
う
の
で
、
金
陵
様
の
弟
子
と
な
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
金
陵
様
は
こ
と
の
ほ
か
同
情
し
て
下
さ
れ
、
少
し

絵
が
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
半
紙
を
そ
ろ
え
る
こ
と
も
で
き
な
い
の
で
、

初
午
燈
籠
の
絵
を
か
き
、
百
枚
で
一
貫
の
銭
を
も
ら
う
こ

と
に
し
ま
し
た
。
日
本
橋
二
丁
目
遠
江
屋
、
麹
町
天
神
た

こ
屋
に
お
願
い
し
、
冬
に
な
っ
て
、
こ
の
銭
で
紙
筆
を
整

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
う
は
い
っ
て
も
学
問
を
し

た
い
と
思
い
ま
し
た
が
、
何
分
に
も
そ
の
時
間
も
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
冬
だ
っ
た
の
で
、
朝
は
四
時
頃
起
き
、
飯

を
炊
き
、
そ
の
火
で
読
書
を
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

文
晁
や
文
一
、
菅
原
洞
斎
と
い
う
も
の
が
私
に
同
情
し
、

絵
の
道
に
と
り
た
て
て
く
れ
た
節
に
、
文
晁
が
毎
暁
に
起

き
出
し
て
絵
を
か
い
た
と
い
う
話
を
聞
き
、
奮
発
し
た
か

ら
で
す
。
子
供
心
よ
り
馬
鹿
な
る
無
駄
を
し
て
た
と
思
い

ま
す
。
右
に
述
べ
た
絵
が
少
し
ず
つ
家
計
の
補
助
の
仕
事

と
な
り
、
学
問
を
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、
前
に
述

べ
た
爽
鳩
先
生
の
恩
の
お
か
げ
で
す
。

①
　
崋
山
十
六
歳
は
、
文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
の
こ

と
。

②
　
両
敬
は
、武
家
で
同
等
の
つ
き
あ
い
を
す
る
関
係
。

大
森
勇
三
郎
の
妻
は
、
八
代
藩
主
康
之
の
三
女
。（

続
）

研
究
会
員
　
柴
田
雅
芳

四
　
画
道
を
志
す

崋
山
の
母
　
栄



重
要
文
化
財
　
喜
多
武
清
筆
顔
回
像

（
孔
門
十
哲
像
の
内
）
佐
藤
一
斎
賛

文
化
十
三
年
（
一
八
一
六
）

絹
本
著
色

縦
一
〇
二
・
九
㎝
　
横
三
六
・
九
㎝

後
学
江
都
佐
藤
坦
拝
題

廟
食
千
載
追
榮
冊
謚

身
困
道
亨
孰
豊
孰
匱

謂
然
瞻
仰
冥
然
黙
識

若
虚
而
實
如
愚
而
智

克
己
由
己
斯
語
請
事

舜
人
予
人
其
志
若
是

維
此
顔
子
金
精
玉
粋

天
鐘
其
秀
物
拔
其
萃

丙
子
春
二
月
可
菴
源
武
清
拝
畫

顔が
ん

回か
い

は
、
孔
子
と
同
じ
く
春
秋

し
ゅ
ん
じ
ゅ
う
時
代
の

魯ろ

国
出
身
で
、
字
は
子し

淵え
ん

、
顔
淵
と
も
い

い
ま
す
。
孔
子
の
弟
子
の
中
で
、
徳
の
実

践
に
お
い
て
す
ぐ
れ
た
才
能
の
持
ち
主
と

し
て
、
顔
回
・
閔
子
騫
・
冉
伯
牛
・
仲
弓

が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
顔
回
は
最
も

す
ぐ
れ
、
徳
行
第
一
に
挙
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。
彼
は
孔
子
よ
り
三
十
歳
年
少
で
し
た

が
、
二
十
九
歳
で
髪
が
白
く
な
り
、
孔
子

よ
り
先
に
三
十
二
歳
で
早
世
し
て
し
ま
い
、

孔
子
は
彼
の
死
を
嘆
き
悲
し
み
ま
し
た
。

款
記
に
「
丙
子
春
二
月
可
菴
源
武
清
拝

畫
」
と
あ
り
、
白
文
の
武
清
印
を
押
し
て

い
ま
す
。
喜き

多た

武ぶ

清せ
い

は
、
谷た

に

文
晁

ぶ
ん
ち
ょ
う

の
門
人

で
、
鑑
定
・
臨
模
に
長
じ
た
画
家
で
す
。

渡
辺
崋
山
の
文
化
十
三
年
（
一
八
一
六
）、

二
十
四
歳
の
日
記
『
崋
山
先
生
謾
録
』
に

も
武
清
の
名
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
し
、
文

政
十
二
年
（
一
八
二
九
）
に
『
南
総
里
見

八
犬
伝
』
で
著
名
な
読
本
作
家
曲
亭
馬
琴

に
宛
て
た
書
簡
の
中
に
、江
戸
大
火
の
際
、

武
清
宅
に
駆
け
付
け
、
彼
を
助
け
て
多
く

の
摸
本
類
を
運
び
、
避
難
し
た
と
の
記
述

も
あ
り
ま
す
。
武
清
は
安
政
三
年
（
一
八

五
六
）、
十
二
月
二
十
日
、
八
十
一
歳
で

没
し
ま
し
た
。
賛
者
の
佐
藤
一
斎
は
、
当

時
大
学
頭
林
家
の
塾
長
で
、
田
原
藩
の
儒

学
者
鷹た

か

見み

星せ
い

皐こ
う

に
就
い
た
縁
で
依
頼
さ
れ

た
も
の
で
し
ょ
う
。
一
斎
に
つ
い
て
の
く

わ
し
い
解
説
は
こ
の
号
の
「
画
家
渡
辺
崋

山
の
心
象
」
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
作
品
は
、
昭
和
三
十
年
二
月
二
日
に

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
渡
辺
崋
山
関

係
資
料
の
附

つ
け
た
りと
し
て
、
同
三
十
二
年
二
月

九
日
に
追
加
指
定
さ
れ
、
昭
和
五
十
三
年

三
月
二
十
四
日
に
歴
史
資
料
に
指
定
替
さ

れ
ま
し
た
。

田
原
町
博
物
館
学
芸
員

鈴
木
利
昌
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「
渡
辺
崋
山
」
と
「
上
州
桐
生
」
と
聞

か
れ
て
皆
さ
ん
、
ど
の
よ
う
な
印
象
を
持

た
れ
ま
す
か
？
実
は
こ
の
関
係
は
決
し
て

薄
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
崋
山
会
員
の
方
々

に
は
言
わ
ず
も
が
な
と
い
っ
た
と
こ
ろ
か

も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
先
ず
は
少
々
書
か
せ

て
頂
き
ま
す
。

崋
山
に
は
妹
の
茂
登
（
も
と
寛
政
七
年

〜
慶
応
三
年
）
が
い
ま
し
た
。
彼
女
の
嫁

ぎ
先
が
、
桐
生
新
町
二
丁
目
で
絹
買
次

商
・
升
屋
を
生
業
と
し
て
い
た
岩
本
茂
兵

衛
で
し
た
。
兄
の
崋
山
は
こ
こ
を
頼
っ
て

天
保
二
年
、
五
年
（
調
査
中
？
）、
六
年

と
三
度
に
亘
っ
て
桐
生
を
訪
れ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
最
初
の
来
桐
と
な
っ
た
天
保

二
年
に
は
『
毛
武
游
記
』『
客
坐
録
』『
毛

武
游
記
図
巻
』
な
ど
を
遺
し
ま
し
た
。
こ

れ
ら
に
よ
る
と
崋
山
は
天
保
二
年
十
月
十

一
日
、
弟
子
の
山
本
梧
庵
を
伴
い
江
戸
を

出
発
、
そ
し
て
翌
十
二
日
夜
半
に
は
桐
生

に
到
着
し
て
い
ま
す
。
こ
の
時
、
崋
山
は

三
十
九
歳
。
そ
し
て
茂
登
は
三
十
七
歳
、

ま
た
亭
主
の
茂
兵
衛
は
四
十
七
歳
で
し

た
。
二
人
は
働
き
者
で
商
売
は
繁
盛
し
、

崋
山
は
心
安
く
岩
本
家
に
二
十
四
日
間
も

逗
留
し
た
そ
う
で
す
。
そ
し
て
近
在
の
大

間
々
や
足
利
に
ま
で
足
を
延
ば
し
ま
し

た
。
ま
た
そ
の
間
、
桐
生
の
文
化
人
と
も

親
交
し
、
自
ら
の
染
筆
作
品
を
遺
し
て
い

ま
す
。
彼
ら
の
名
は
『
毛
武
游
記
』
中
に

も
「
桐
生
風
流
な
る
人
」
と
し
て
記
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
つ
ま
り
中
央
で
活
躍
す
る

崋
山
に
よ
っ
て
教
養
と
人
格
を
認
め
ら
れ

た
十
数
人
が
、
当
時
桐
生
に
は
い
た
と
い

う
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
織
都
と
し
て
の
繁

栄
を
背
景
と
し
た
当
時
の
町
衆
た
ち
、
彼

ら
が
求
め
て
い
た
文
化
的
欲
求
の
、
そ
の

水
準
の
高
さ
の
一
端
が
示
さ
れ
て
い
る
と

も
言
え
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
“
崋
山
と
桐
生
と
の
関

係
を
ほ
お
っ
て
お
く
手
は
な
い
‘
と
し

て
、
私
ど
も
桐
生
崋
山
会
が
活
動
を
始
め

ま
し
た
の
は
、
未
だ
数
年
前
の
こ
と
で
あ

り
ま
す
。
し
か
し
既
に
多
く
の
先
人
た
ち

の
研
究
活
動
が
脈
々
と
続
け
ら
れ
て
い
た

の
で
す
。
彼
ら
の
探
求
心
に
は
頭
の
下
が

る
思
い
が
し
ま
す
が
、
同
時
に
桐
生
を
中

心
と
し
た
両
毛
地
区
全
般
に
、
如
何
に
崋

山
が
大
き
な
影
響
を
残
し
て
い
た
か
と
い

う
こ
と
が
窺
い
知
れ
ま
す
。
中
で
も
地
元

研
究
者
の
先
達
で
あ
る
真
尾
源
一
郎
（
ま

し
お
・
げ
ん
い
ち
ろ
う
明
治
十
六
年
〜
昭

和
四
十
六
年
）
氏
は
、
持
ち
前
の
真
摯
な

学
究
態
度
で
多
く
の
業
績
を
遺
さ
れ
ま
し

た
。
著
書
『
毛
武
と
渡
辺
崋
山
に
関
す
る

新
研
究
』
は
昭
和
二
十
七
年
、
自
ら
の
古

希
に
際
し
、
そ
れ
ま
で
の
研
究
を
ま
と
め

自
費
出
版
と
し
、
全
国
の
崋
山
研
究
者
に

無
償
で
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。
更
に
こ
の

後
に
書
き
蓄
め
ら
れ
た
原
稿
類
は
、
没
後

に
な
っ
て
か
ら
田
原
町
教
育
委
員
会
に
よ

り
『
田
原
の
文
化
特
集
第
十
三
号
（
毛
武

と
渡
辺
崋
山
に
関
す
る
新
研
究
完
結
）』

と
し
て
纏
め
ら
れ
て
い
る
の
は
ご
存
じ
の

通
り
で
す
。
ま
た
加
う
る
に
『
毛
武
と
渡
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辺
崋
山
』（
編
者
・
豊
国
覚
堂
）
の
名
も

留
め
て
お
く
べ
き
で
し
ょ
う
。

そ
し
て
今
か
ら
ち
ょ
う
ど
二
十
年
前
の

一
九
八
一
年
、
桐
生
市
文
化
セ
ン
タ
ー
に

て
行
な
わ
れ
ま
し
た
『
来
桐
一
五
〇
年
崋

山
と
桐
生
展
』
は
、
地
域
ま
で
も
巻
き
込

ん
だ
大
き
な
成
果
と
し
て
自
負
す
る
と
こ

ろ
で
す
。こ
の
時
の
記
録
に
よ
り
ま
す
と
、

崋
山
と
合
わ
せ
市
内
に
所
蔵
さ
れ
た
関
係

者
の
作
品
、
並
び
に
桐
生
人
と
し
て
影
響

を
受
け
た
画
家
た
ち
の
作
品
な
ど
全
四
十

六
点
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
こ
の
展

覧
会
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
多
く
の
実
行
委

員
、
そ
し
て
多
く
の
協
賛
寄
付
者
の
名
が

列
ね
ら
れ
て
い
ま
す
。
当
時
の
関
係
者
達

の
意
気
込
み
の
熱
さ
が
如
実
に
伝
わ
っ
て

き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
二
世
紀
近
く
に
亙
る
時
代

の
流
れ
を
踏
ま
え
た
現
在
の
平
成
十
三

年
。
桐
生
市
は
市
制
施
行
八
十
周
年
お
よ

び
水
道
創
設
七
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
れ
ら
を
記
念
し
、
市
民
有
志
お
よ
び
桐

生
市
で
は
“
渡
辺
崋
山
と
桐
生
と
の
関

係
を
顕
彰
す
る
企
画
‘
を
本
年
九
月
に

計
画
し
た
の
で
す
。

こ
の
企
画
は
二
本
の
事
業
を
柱
に
計
画

致
し
ま
し
た
。
ま
ず
は
桐
生
市
市
民
文
化

会
館
主
催
に
よ
り
開
催
さ
れ
る
「
時
の
旅

人
　
渡
辺
崋
山
展
」
の
実
施
で
す
。
こ

れ
は
貴
田
原
町
関
係
各
位
の
ご
協
力
を
頂

き
、
作
品
の
借
用
を
お
願
い
し
て
い
る
も

の
で
す
。
展
示
の
中
心
と
な
る
崋
山
作
品

を
始
め
、
師
友
関
係
の
作
品
も
加
え
さ
せ

て
頂
く
計
画
に
て
、
現
在
ご
担
当
の
田
原

町
博
物
館
の
皆
様
に
は
お
手
を
煩
わ
せ
て

い
る
最
中
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
今
回
の
展
示
で
は
、
特
に
桐
生
近

郊
に
秘
蔵
さ
れ
て
い
る
作
品
の
発
掘
そ
し

て
出
品
も
、
前
回
二
十
年
前
の
展
覧
会
時

よ
り
も
更
に
押
し
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
崋
山
を
始
め
、
椿
椿
山
、

山
本
B

谷
、
福
田
半
香
、
立
原
杏
所
、

高
久
靄
j
、
渡
辺
小
華
な
ど
も
ぜ
ひ
出

品
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、
ま
た
桐
生
な

ら
で
は
の
在
住
関
係
者
と
し
て
岩
本
一
遷

（
い
わ
も
と
・
い
っ
せ
ん
文
政
三
年
〜
慶

応
四
年
）、
粟
田
桐
雨
（
あ
わ
た
・
と
う

う
寛
政
元
年
〜
安
政
三
年
）、
島
霞
谷

（
し
ま
・
か
こ
く
文
政
六
年
〜
明
治
三

年
）、
黒
川
真
頼
（
く
ろ
か
わ
・
ま
よ
り

文
政
十
二
年
〜
明
治
三
十
九
年
）
な
ど
も

見
所
と
な
る
で
し
ょ
う
。
こ
れ
ら
地
元
か

ら
の
出
品
作
品
の
選
定
は
未
だ
調
査
の
段

階
で
す
が
、
展
覧
会
記
録
と
あ
わ
せ
調
査

内
容
も
、
某
か
の
形
で
纏
め
発
表
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
展
覧
会
場
の
印
象
と
し
て
は
、

来
場
さ
れ
る
方
々
を
「
崋
山
が
目
撃
し
た

江
戸
時
代
の
桐
生
」
へ
と
向
か
わ
せ
る
、

正
に
「
時
の
旅
人
」
と
し
て
誘
っ
て
い
き

た
い
、
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
目
論
ん
で
お

り
ま
す
。

そ
し
て
今
企
画
の
も
う
ひ
と
つ
の
柱
と

な
る
も
の
が
「
渡
辺
崋
山
が
あ
ゆ
ん
だ

毛
武
ウ
ォ
ー
ク
」
の
実
施
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
東
京
か
ら
桐
生
ま
で
の
道
程
を
、

ほ
ぼ
均
等
な
距
離
の
六
日
間
の
ス
テ
ー
ジ

に
分
け
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
、
か
つ
て
の
崋

山
の
視
覚
を
追
体
験
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。
ま
た
こ
こ
で
は
可
能
な
範
囲
で
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『
毛
武
游
記
』
の
記
述
に
則
し
た
内
容
に

し
た
い
と
思
い
、現
在
実
行
委
員
に
よ
り
、

そ
の
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
参
加

者
は
一
般
募
集
と
し
、
桐
生
近
郊
の
み
な

ら
ず
広
く
東
京
、
ま
た
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

の
盛
ん
な
埼
玉
県
か
ら
の
参
加
ま
で
も
求

め
た
規
模
の
実
施
を
計
画
し
て
お
り
ま

す
。以

上
こ
の
よ
う
に
ウ
ォ
ー
ク
に
関
し
て

は
民
間
主
導
型
で
企
画
が
進
行
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
。
ま
た
前
記
し
た
崋
山
展
は

桐
生
市
市
民
文
化
会
館
の
主
催
事
業
で
す

が
、
桐
生
崋
山
会
等
の
民
間
の
協
力
が
加

え
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
こ
の
こ
と
か
ら
も

お
分
か
り
の
よ
う
に
、
行
政
主
導
型
を
求

め
な
い
の
が
“
桐
生
人
ら
し
さ
‘
の
特

質
と
言
え
る
の
で
す
。
そ
し
て
こ
ん
な
桐

生
人
気
質
は
崋
山
が
来
た
近
世
後
期
よ

り
、
そ
う
大
き
く
は
変
わ
っ
て
い
な
い
は

ず
な
の
で
す
。

企
画
の
詳
細
は
次
の
通
り
で
す
。

◆
桐
生
市
市
制
施
行
八
十
周
年
記
念
事
業

「
初
来
桐
百
七
十
年
記
念
　
時
の
旅
人

渡
辺
崋
山
展
」

会
場：

桐
生
市
市
民
文
化
会
館
・
展

示
室

会
期：

九
月
二
十
二
日
（
土
）
〜
十

月
八
日
（
祭
）
＊
火
曜
日
は
休
館

で
す
。
十
時
〜
十
九
時
・
開
場

◆
桐
生
市
市
制
施
行
八
十
周
年
記
念
事
業

第
十
六
回
国
民
文
化
祭
・
ぐ
ん
ま
２
０
０

１
プ
レ
事
業

「
渡
辺
崋
山
が
あ
ゆ
ん
だ
　
毛
武
ウ
ォ
ー
ク
」

九
月
、
①
九
日
（
日
）
三
宅
坂→

板
橋
、

②
十
五
日
（
土
）
板
橋→

大
宮
、
③
十
六

日
（
日
）
大
宮→

鴻
巣
、
④
二
十
二
日

（
土
）
鴻
巣→

熊
谷
、
⑤
二
十
三
日
（
日
）

熊
谷→

太
田
、
⑥
二
十
四
日
（
月
）
太
田

→

桐
生
＊
①
九
日
（
日
）
は
代
表
ウ
ォ
ー

ク
の
み
で
す
。

そ
し
て
、
私
た
ち
桐
生
市
民
は
、
こ
の

展
覧
会
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
柱
と
し
た
今

企
画
を
、
単
な
る
崋
山
と
い
う
“
客
寄

せ
パ
ン
ダ
‘
を
利
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
終
始
さ
せ
る
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ

ん
。
か
つ
て
崋
山
と
い
う
類
い
稀
な
る
才

能
を
呼
び
寄
せ
受
け
と
め
た
、
こ
の
桐
生

と
い
う
土
地
の
持
ち
得
た
文
化
度
の
高

さ
、
そ
し
て
そ
の
裏
付
け
と
な
っ
た
経
済

力
を
、
今
改
め
て
想
起
す
る
機
会
に
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
決
し
て

“
か
つ
て
繁
栄
し
て
い
た
過
去
‘
を
懐

か
し
む
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
時
代
を

再
考
し
、
そ
れ
を
現
在
の
私
た
ち
の
教
訓

と
し
て
捉
え
、
そ
し
て
私
た
ち
自
身
が
こ

れ
か
ら
進
む
べ
き
方
向
を
模
索
し
て
い

く
、
そ
の
手
が
か
り
に
す
べ
き
で
あ
る
と

私
た
ち
は
考
え
て
い
ま
す
。

最
後
と
な
り
ま
し
た
が
、
伝
統
あ
る
崋

山
会
の
会
報
に
、
私
ど
も
桐
生
崋
山
会
を

紹
介
で
き
る
機
会
を
頂
き
ま
し
た
こ
と
に

対
し
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

桐
生
崋
山
会
会
員
　
岡
　
義
明
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ぼ
く
が
、
崋
山
役
で
「
板
橋
の
別
れ
」

を
演
じ
て
か
ら
三
か
月
が
た
ち
ま
し
た
。

今
で
も
よ
く
舞
台
で
の
こ
と
を
思
い
出
し

て
い
ま
す
。
と
同
時
に
思
い
出
す
の
は
、

ク
ラ
ス
の
み
ん
な
と
、
劇
の
中
で
歌
わ
れ

る
、
歌
詞
の
意
味
や
、
崋
山
先
生
に
つ
い

て
調
べ
た
こ
と
で
す
。歌
詞
に
つ
い
て
は
、

昔
の
む
ず
か
し
い
言
葉
が
多
く
、
家
の
人

に
聞
い
た
り
、
辞
書
で
調
べ
た
り
し
て
意

味
を
調
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
合
唱
曲
、
独

唱
曲
の
歌
い
方
も
み
ん
な
で
と
こ
と
ん
研

究
し
ま
し
た
。
そ
の
か
い
が
あ
っ
て
、
学

芸
会
の
他
、
二
回
の
ス
テ
ー
ジ
で
も
成
果

が
出
せ
た
と
思
い
ま
す
。
特
に
、
崋
山
先

生
の
気
持
ち
を
考
え
て
演
技
で
き
た
こ
と

が
一
番
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の

「
板
橋
の
別
れ
」
か
ら
、
崋
山
先
生
の
お

さ
な
い
頃
の
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
し

た
。
家
が
貧
し
く
、
弟
や
妹
を
奉
公
に
出

す
。
今
の
ぼ
く
た
ち
に
は
考
え
ら
れ
な
い

よ
う
な
暮
ら
し
だ
っ
た
こ
と
。
崋
山
先
生

は
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
を
大
事
に
思
い

弟
や
妹
を
と
て
も
か
わ
い
が
っ
た
こ
と
。

ま
た
、
あ
る
時
お
父
さ
ん
の
薬
を
買
い
に

行
く
途
中
、
殿
様
の
行
列
の
先
頭
に
ぶ
つ

か
り
、
武
士
達
に
い
た
め
つ
け
ら
れ
る

「
立
志
」
と
い
う
劇
か
ら
も
、
先
生
の
え

ら
い
と
こ
ろ
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

「
名
を
名
乗
れ
。」

と
言
わ
れ
て
も
、
藩
の
名
や
父
の
名
を

言
っ
て
は
申
し
わ
け
な
い
と
思
い
、
声
を

立
て
ず
に
じ
っ
と
こ
ら
え
て
い
ま
し
た
。

こ
う
し
た
こ
と
に
も
負
け
ず
、
逆
に
ふ

る
い
た
っ
て
り
っ
ぱ
な
人
に
な
ろ
う
と
思

え
る
崋
山
先
生
は
す
ご
い
と
思
い
ま
す
。

だ
か
ら
、
ど
ん
な
に
つ
ら
い
事
に
も
立
ち

向
か
っ
て
い
け
た
ん
だ
な
あ
と
思
い
ま

す
。

「
見
よ
や
春
　
大
地
も
亨
す
　
地
蟲
さ
へ
」

崋
山
先
生
の
こ
の
俳
句
の
よ
う
に
、
ぼ

く
も
、
つ
ら
い
事
が
あ
っ
て
も
そ
こ
か
ら

努
力
で
き
る
人
に
な
り
た
い
で
す
。
そ
し

て
、
崋
山
役
を
演
じ
た
こ
と
を
忘
れ
な
い

で
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
で
も
、
博
物
館
へ
た
び
た
び
行
き
、

い
ろ
い
ろ
と
調
べ
て
い
ま
す
。
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○
　
堤
が
決
壊
し
た
後
、
毎
年
、
村
人
は
力
を
合
わ
せ
て
、

新
し
い
堤
を
補
築
し
、
そ
の
堅
固
な
こ
と
は
、
役
人
の

工
事
に
勝
っ
て
い
た
。
け
だ
し
、
民
の
心
構
え
は
、
互

い
に
精
神
を
集
中
し
て
努
力
す
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
も

し
、
幕
府
が
金
を
村
長
に
渡
し
て
新
築
を
し
よ
う
と
す

れ
ば
、
そ
の
大
害
は
決
し
て
起
こ
ら
な
い
だ
け
で
は
な

く
、
そ
の
費
用
も
半
分
で
で
き
た
で
あ
ろ
う
。

○
　
酒
井
村
（
大
住
郡
酒
井
村
＝
厚
木
市
酒
井
）
幕
府
領
、

厚
木
を
出
て
一
里
ば
か
り
の
と
こ
ろ
に
、
駿
河
屋
彦
八

と
い
う
者
が
い
た
。
こ
れ
を
厚
木
の
侠
客
と
い
っ
た
。

性
格
は
素
朴
で
、
小
児
の
よ
う
で
あ
る
。
義
理
に
背
く

こ
と
を
憎
む
に
い
た
っ
て
は
、
自
分
が
死
ん
で
も
や
め

な
い
。
自
ら
才
能
と
技
芸
を
有
す
る
者
は
、
み
ん
な
行

っ
て
（
彦
八
に
）
力
添
え
を
頼
ん
だ
。
も
し
、
話
し
方

が
自
慢
げ
で
あ
る
時
は
、（
彦
八
は
）
面
と
向
か
っ
て

そ
の
罪
を
責
め
な
じ
る
の
み
で
な
く
、
ま
た
、
大
い
に

罵
る
。
行
っ
た
人
は
気
絶
し
て
倒
れ
た
と
い
う
。
酒
井

村
は
、
も
と
某
家
の
領
地
で
あ
っ
た
。
領
主
が
道
に
外

れ
て
い
た
の
で
、
彦
八
は
け
し
か
ら
ん
と
怒
り
、
大
い

に
争
っ
た
。
つ
い
に
、
公
の
裁
定
に
及
び
、
彦
八
の
言

う
こ
と
が
理
に
か
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
領
地

権
を
移
さ
れ
て
、
酒
井
村
は
幕
府
領
と
な
り
、
即
ち
、

彦
八
を
村
長
と
し
た
。

【
八
一
ペ
ー
ジ
に
、
丁
髷
姿
の
駿
河
屋
彦
八
の
肖
像
を
描

き
、
空
欄
に
次
の
よ
う
な
文
を
載
せ
て
い
る
】

侠
客
彦
八
像

九
月
二
十
四
日
、
私
が
厚
木
に
来
た
の
を
聞
い
て
、
尋

ね
て
来
た
。
里
人
は
み
ん
な
敬
服
し
て
、
土
下
座
し
て
い

る
。
彦
八
の
言
う
こ
と
に
は
、
み
ん
な
た
だ
た
だ
納
得
し

て
帰
っ
た
。
里
の
中
で
事
件
が
あ
る
と
、
判
断
を
彦
八
に

仰
ぐ
。
こ
の
日
、
ま
た
、（
厚
木
の
）
里
長
の
中
野
新
兵

衛
が
、
私
の
席
を
去
っ
て
（
彦
八
と
）
こ
っ
そ
り
と
話
し

た
。
み
ん
な
が
言
う
。
初
め
て
彦
八
に
会
っ
て
罵
り
を
受

け
な
か
っ
た
の
は
、
た
だ
、
あ
な
た
だ
け
だ
と
。

※
九
月
二
十
二
日
の
記
事
の
間
に
、
二
十
四
日
の
記
事

が
紛
れ
込
ん
で
い
る
。
以
下
、
彦
八
と
の
や
り
取
り

は
二
十
四
日
の
こ
と
で
あ
る
が
、
清
蔵
が
駆
け
つ
け

る
の
は
二
十
二
日
の
こ
と
で
あ
る
。蘭
斎
は
二
十
二
、

二
十
三
、
二
十
四
日
と
連
続
し
て
訪
れ
て
お
り
、
蘭

斎
と
の
や
り
取
り
は
い
つ
の
こ
と
か
は
っ
き
り
し
な

い
。

彦
八
の
人
と
な
り
は
、
強
く
勇
ま
し
く
智
に
あ
ふ
れ
、

損
得
や
義
理
人
情
で
言
葉
を
左
右
さ
れ
な
い
。
私
は
、
彦

八
に
質
問
し
た
。

「
厚
木
は
豊
か
で
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
あ
な
た
は
何

か
足
ら
な
い
と
思
う
と
こ
ろ
は
な
い
か
」
私
の
質
問
は
、
政

治
の
善
し
悪
し
を
知
り
、
ま
た
、
そ
の
対
策
の
当
否
を
聞
こ
う
と
し

た
も
の
で
あ
る
と
言
っ
た
。

「
自
分
は
何
も
思
う
こ
と
は
な
い
。
今
日
に
な
れ
ば
今

日
の
こ
と
を
す
る
し
、
明
日
は
明
日
の
こ
と
で
あ
る
。
ま

し
て
や
、
人
の
こ
と
な
ど
は
知
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、

今
、二
万
両
を
無
利
息
十
年
賦
で
厚
木
に
貸
し
た
な
ら
ば
、

郷
に
貧
し
い
人
は
な
く
な
り
、
そ
の
富
も
ま
た
、
計
り
知

れ
な
い
も
の
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、

だ
れ
で
も
承
知
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
厚
木
の
商
売

の
盛
ん
な
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
状
態
で
あ
る
。
そ
う
で

は
あ
る
が
、
今
の
殿
様
で
は
、
慈
仁
の
心
は
毛
頭
な
く
、

隙
を
窺
っ
て
※

春
の
山
ひ
き
よ
せ
は
来
む
姿
か
な
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明
や
す
き
夜
や
山
川
の
鳴
り
た
つ
歟

曳
や
な
る
こ
お
の
か
ね
ふ
り
を
覚
す
と
て

朝
霜
や
教
化
の
ゆ
ひ
の
さ
し
処

藤
沢
　
冨
　
屋

（
四
句
は
「
藤
沢
（
東
海
道
の
宿
駅
藤
沢
宿
、
高
座

郡
・
鎌
倉
郡
の
境
の
三
町
で
構
成
。
藤
沢
市
）
・
冨
屋
」

の
自
筆
だ
ろ
う
。
次
の
絵
か
ら
も
、
厚
木
を
た
っ
た
後
、

藤
沢
宿
へ
立
ち
寄
っ
た
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。）

【
八
十
四
・
五
頁
に
亙
っ
て
、
旅
籠
屋
の
座
敷
で
飯
を

摂
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
描
き
、
右
側
に
「
藤
沢
旅
舎
暁
飯
」

の
六
字
が
書
い
て
あ
る
。】

※
租
税
を
取
り
立
て
る
。
殿
様
を
取
り
替
え
る
こ
と
が

一
番
良
い
方
法
で
あ
る
と
思
う
」

私
は
愕
然
と
驚
い
て
言
っ
た
。

「
な
る
ほ
ど
、
百
姓
は
田
を
耕
作
す
れ
ば
領
主
へ
の
義

理
は
な
い
も
の
で
は
あ
る
が
、
あ
な
た
の
言
う
こ
と
の
よ

う
な
時
に
は
、
犬
に
も
劣
る
も
の
だ
。
昔
、
あ
る
百
姓
の

飼
っ
て
い
た
犬
が
、
地
頭
（
領
主
）
を
吠
え
た
。
地
頭
は

た
い
へ
ん
怒
り
、
百
姓
を
責
め
た
。
百
姓
は
頭
を
掻
き
な

が
ら
、
詫
び
て
言
っ
た
。
私
の
飼
っ
て
い
る
犬
は
、
私
だ

け
を
主
人
と
思
っ
て
い
て
、
御
地
頭
様
が
私
の
主
人
で
あ

る
と
い
う
こ
と
は
知
り
ま
せ
ん
の
で
、
お
許
し
下
さ
い
、

と
言
っ
た
と
こ
ろ
、
地
頭
は
大
い
に
感
心
し
て
、
S
通
が

斉
の
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
、
天
下
の
あ
る
こ
と
を
知
ら
な

か
っ
た
と
い
う
の
と
同
じ
で
あ
る
、
と
言
っ
て
、
若
干
の

金
を
与
え
て
去
っ
た
と
い
う
。
何
と
厚
木
の
人
達
は
、
こ

の
畜
生
に
も
劣
る
も
の
だ
」

と
言
う
と
、
彦
八
は
黙
っ
て
し
ま
っ
た
。

※
S
通
＝
本
名
は
S
徹
。
秦
末
漢
初
の
計
略
家
。
韓

信
が
漢
王
劉
邦
の
側
に
つ
い
て
斉
を
滅
ぼ
し
て
斉
王

と
な
っ
て
い
た
が
、
S
通
は
韓
信
に
漢
へ
の
謀
反

を
勧
め
た
。
韓
信
は
そ
れ
に
従
わ
な
か
っ
た
が
、
漢

に
よ
る
統
一
が
進
み
、
劉
邦
が
即
位
し
た
後
に
、
S

通
の
策
は
劉
邦
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
S
通
は

捕
ら
え
ら
れ
た
。
そ
の
時
、
皇
帝
劉
邦
の
前
で
、

「
是
の
時
に
當
た
り
、
臣
、
唯
獨
り
韓
信
を
知
る
の

み
に
し
て
、
陛
下
を
知
る
に
非
ざ
る
な
り
」
と
言
っ

て
許
さ
れ
た
。（『
史
記
』
淮
陰
侯
列
伝
）

○
　
蘭
斎
が
ま
た
言
っ
た
。「
厚
木
の
郷
は
天
領
に
な
る

な
ら
ば
上
々
だ
が
、
御
旗
本
の
知
行
で
も
よ
い
」

私
は
言
っ
た
。「
そ
れ
は
何
故
か
」
と
。

蘭
斎
は
言
う
。「
天
領
は
願
い
事
が
す
べ
て
伝
わ
る
こ

と
が
早
く
、
何
事
も
寛
大
で
、
公
平
で
あ
る
。
ま
た
、
上

に
あ
る
人
御
代
官
等
は
給
料
が
少
な
く
て
私
に
与
し
易

い
。
御
旗
本
は
、
お
上
の
威
厳
も
薄
く
、
代
官
も
ま
た
給

料
が
少
な
い
。
故
に
民
に
勢
い
が
あ
っ
て
、
代
官
も
私
に

与
し
易
く
、
お
上
も
ま
た
民
の
機
嫌
を
窺
う
故
に
、
勝
手

な
訴
え
事
も
で
き
る
の
で
あ
る
。
た
だ
、
小
大
名
は
、
威

勢
ば
か
り
強
く
、
細
々
と
調
べ
る
こ
と
も
行
き
届
き
、
小

さ
な
隙
あ
れ
ば
刻
政
（
酷
政
の
こ
と
か
）
を
行
い
、
御
用

金
を
申
し
付
け
、租
税
を
取
り
立
て
る
こ
と
に
専
念
す
る
。

今
、
厚
木
の
風
潮
は
、
こ
の
と
お
り
で
あ
る
。
私
は
、
医

術
を
も
っ
て
、
旗
本
屋
敷
へ
出
入
り
し
て
い
る
。
厚
木
の

豊
か
さ
を
話
す
時
は
、
権
勢
の
あ
る
御
旗
本
は
、
必
ず
厚

木
の
富
を
欲
し
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
手
を
返
す

よ
り
も
容
易
に
想
像
で
き
る
」

私
は
、
こ
れ
を
聞
い
て
愕
然
と
し
た
。
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私
は
、
初
め
て
厚
木
に
来
た
の
で
、
知
る
人
は
ひ
と
り

も
い
な
か
っ
た
。
た
だ
、
小
林
蓮
堂
が
書
い
た
溝
呂
木
宗

兵
衛
　
こ
れ
は
彦
右
衛
門
の
分
家
で
、
今
は
〈
数
文
字
空
白
〉
と

い
う
（
彦
右
衛
門
は
孫
右
衛
門
の
誤
り
）
と
い
う
金
物
屋

へ
の
手
紙
を
携
え
て
い
た
の
で
、
梧
庵
が
走
っ
て
そ
の
家

に
入
り
、
手
紙
を
渡
し
た
。
宗
兵
衛
は
、
絵
師
が
憐
れ
み

を
乞
う
て
訪
ね
て
来
た
も
の
と
思
い
、
返
事
さ
え
も
し
な

か
っ
た
。
万
年
屋
に
泊
ま
っ
た
。
主
人
に
向
か
っ
て
言
っ

た
。『

我
は
三
宅
土
佐
守
（
田
原
藩
主
三
宅
康
直
）
の
家
来

に
て
、
渡
辺
登
と
よ
べ
る
絵
な
ど
走
り
書
き
て
お
か
し
き

男
な
り
。
此
里
に
わ
れ
に
ひ
と
し
き
人
あ
れ
は
、
迎
ひ
て

ひ
と
夜
を
語
り
あ
か
さ
ま
ほ
し
く
思
ふ
な
り
。
物
読
（
む
）

人
か
、
手
な
と
書
（
く
）
人
か
、
歌
は
い
か
い
、
詩
な
と

好
め
る
人
か
、
は
な
し
好
く
人
か
、
い
つ
れ
話
を
き
か
ま

ほ
し
く
思
え
は
、
呼
（
び
）
た
ま
は
れ
。
酒
と
肴
は
、
我

カ
極
（
め
）
て
進
め
申
さ
ん
な
り
。
吾
詩
画
は
こ
の
め
と

も
、
人
の
袖
に
す
か
り
て
乞
児
め
く
も
の
に
あ
ら
す
。
君

よ
り
禄
賜
り
て
優
々
と
世
を
終
ふ
も
の
ゝ
ふ
に
て
候
』

と
言
う
と
、
主
人
は
驚
い
て
聞
い
て
、

「
こ
れ
は
た
だ
者
で
は
な
い
。
そ
の
言
葉
は
明
ら
か
に

住
所
ま
で
し
っ
か
り
と
申
さ
れ
た
の
だ
か
ら
、
安
心
し
て

呼
ん
で
参
り
ま
し
ょ
う
」

と
言
い
、
家
内
の
人
々
に
も
言
い
残
し
て
出
て
、
あ
ち

ら
こ
ち
ら
に
頼
ん
で
歩
い
た
と
、
後
に
な
っ
て
聞
い
た
。

さ
て
、私
が
来
た
と
い
う
こ
と
を
主
人
か
ら
伝
え
聞
い
て
、

訪
れ
て
来
た
人
は
、
前
に
書
い
た
人
々
で
あ
る
。

小
園
の
清
吉
は
、
厚
木
ま
で
送
っ
て
来
た
の
で
、
酒
肴

か
つ
お
さ
し
み
、
鮎
の
煮
ひ
た
し
、
吸
い
も
の
小
鯛
飯
平
椀
、
香

物

を
与
え
て
、
日
の
暮
れ
る
ま
で
、
そ
の
家
の
盛
衰
、

借
り
貸
し
の
有
無
ま
で
を
、
そ
れ
と
な
く
聞
き
出
し
て
帰

し
た
。

夜
に
な
っ
て
、（
お
銀
の
夫
）
清
蔵
が
息
を
切
ら
し
て

走
っ
て
来
て
、私
が
人
々
と
酒
席
を
用
意
し
て
い
る
中
に
、

か
し
こ
ま
っ
て
、
ひ
ざ
頭
を
出
し
た
ま
ま
で
、
お
辞
儀
を

し
た
。
宿
の
召
使
い
が
、
菓
子
を
う
ず
高
く
盆
に
盛
っ
て
、

「
こ
れ
は
、
小
園
の
清
蔵
と
か
お
呼
び
な
さ
れ
る
御
人
が
、

あ
な
た
に
差
し
出
し
た
物
で
す
」

と
申
し
伝
え
た
。

私
が
そ
の
人
を
見
る
と
、
顔
は
角
張
っ
て
赤
黒
く
、
固

く
て
鋭
い
鰐
口
で
、
眉
は
魚
尾
を
な
し
、
鬚
は
栗
毛
で
あ

る
。
声
は
鐘
の
よ
う
で
、
起
き
上
が
っ
た
蝦
蟆
（
ガ
マ
ガ

エ
ル
）
に
似
て
い
る
。
威
厳
が
あ
っ
て
重
々
し
い
村
人
で

あ
る
。
私
は
大
い
に
安
心
し
た
。

清
蔵
が
言
う
。

「
自
分
は
荻
村
（
荻
野
村
か
、
厚
木
か
ら
八
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
北
の
地
）
に
伯
母
が
い
る
。
病
が
重
い
の
で
行

っ
て
い
た
。
※
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【
九
十
五
頁
、
碑
の
上
部
、
鳳
凰
と
額
が
描
か
れ
、
額

の
中
に
「
大
日
本
、
絵
島
、
建
寺
」
な
ど
の
文
字
が
み
え

る
。
相
模
国
鎌
倉
郡
江
ノ
島
（
藤
沢
市
江
の
島
）
の
屏
風

岩
に
建
っ
て
い
る
碑
に
、「
大
日
本
国
江
島
霊
迹
建
寺
之

記
」
の
篆
額
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
文
章
表
記
に
は
な

い
が
、
崋
山
が
江
ノ
島
ま
で
足
を
の
ば
し
た
こ
と
が
伺
わ

れ
る
。】【
九
十
六
頁
、「
絵
島
磯
窩
中
嶮
嵎
浮
泳
者
」
の

十
字
の
上
に
、「
ナ
キ
ノ
子
」「
海
カ
ジ
カ
ハ
」「
シ
マ
タ

イ
ノ
子
」
な
ど
。
三
尾
の
小
魚
を
描
い
て
い
る
。】

※
あ
な
た
が
訪
れ
て
来
ら
れ
た
こ
と
は
、
も
う
お
帰
り
に

な
ら
れ
た
か
（
厚
木
を
去
ら
れ
た
か
）
ど
う
か
と
、
妻
が

言
う
も
の
で
す
か
ら
、
草
鞋
を
と
こ
う
と
し
た
と
こ
ろ
で

す
が
、
そ
の
ま
ま
走
り
だ
し
て
、
道
に
出
て
、
息
子
が
帰

っ
て
来
た
の
に
出
会
い
ま
し
た
。
お
客
様
は
、
厚
木
に
お

い
で
に
な
る
の
か
と
聞
く
と
、
お
父
さ
ん
、
早
く
走
っ
て

行
っ
た
方
が
い
い
で
す
。
今
ま
で
私
た
ち
に
酒
を
下
さ
っ

て
、
足
元
も
お
ぼ
つ
か
な
い
ほ
ど
酔
っ
て
し
ま
っ
て
帰
っ

て
き
た
と
こ
ろ
で
す
（
と
言
う
の
で
）、
早
く
早
く
と
急

い
で
、
足
も
地
に
つ
か
ず
、
心
も
飛
ぶ
ば
か
り
に
や
っ
て

来
ま
し
た
」

と
、
あ
え
ぎ
な
が
ら
言
う
の
で
、

『
先
（
つ
）
酒
酌
（
み
）
候
へ
。
我
い
た
く
酔
ひ
た
れ

は
、
こ
よ
ひ
は
一
夜
、
寝
な
か
ら
語
（
ら
）
ん
』

と
言
う
と
、（
清
蔵
は
）
た
い
そ
う
喜
ん
で
、
み
ん
な

の
後
ろ
の
方
に
う
ず
く
ま
っ
て
座
り
、
酒
を
飲
ん
だ
り
、

飯
を
食
べ
た
り
し
た
。

こ
の
夜
は
、（
目
薬
屋
）
常
蔵
と
、（
唐
沢
）
蘭
斎
の
娘

十
二
歳
が
、
三
味
線
を
弾
き
、（
内
田
屋
）
佐
吉
が
長
唄
と

い
う
も
の
を
唄
っ
た
。梧
庵
と
蘭
斎
が
酔
っ
払
っ
て
踊
り
、

私
も
ま
た
、
扇
を
も
っ
て
舞
い
、
人
々
が
笑
っ
た
。（
私

は
）
酔
い
伏
し
て
し
ま
い
、
客
が
帰
っ
た
の
も
知
ら
な
か

っ
た
。

吸
い
物
小
鯛
、
さ
し
み
R
、
鉢
肴
あ
ゆ
、
鉢
肴
ア
イ
ナ
メ

蘭
斎
と
佐
吉
が
出
し
た
も
の
は
、

平
皿
ア
ン
カ
ケ
ト
ウ
フ
、
平
皿
湯
ト
ウ
フ

こ
の
地
に
は
硯
蓋
（
蓋
の
つ
い
た
皿
。
祝
儀
の
席
で
盛

る
広
蓋
の
類
い
）
と
い
う
も
の
は
な
い
。
も
と
も
と
な
か

っ
た
も
の
で
は
な
い
。
魚
類
が
多
い
の
で
、
さ
し
み
、
鉢

肴
な
ど
、
す
ば
や
く
調
理
す
る
も
の
が
必
要
で
あ
っ
た
か

ら
で
あ
る
。
人
も
ま
た
素
朴
で
、
肴
が
欲
し
い
と
言
う
と
、

た
く
さ
ん
は
な
い
と
答
え
た
。
た
だ
酔
い
に
ま
ぎ
れ
て
、

み
だ
り
に
注
文
す
る
よ
う
な
浪
費
を
恐
れ
て
の
こ
と
で
あ

る
。
江
戸
の
酒
屋
の
ず
る
賢
さ
と
は
全
く
違
う
。

（
続
）

研
究
会
員
　
加
藤
克
己
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五
月
三
十
日
〜
七
月
一
日

平
成
十
三
年
春
の
企
画
展
渡
辺
崋
山

を
取
り
巻
く
人
々
２
「
渡
辺
崋
山
が
仕

え
た
主
君
た
ち
」（
企
画
展
示
室
１
・
２
）

七
月
七
日
〜
八
月
五
日

特
別
展

愛
知
県
美
術
館
平
成
１３
年
度
移
動
美

術
館
　
近
代
美
術
の
楽
し
み
〜
自
然
の

か
た
ち
　
人
の
か
た
ち
（
企
画
展
示
室

１
・
２
）

７
月
７
日
〜
８
月
５
日
は
無
料
開
放

九
月
二
日
〜
十
月
八
日

企
画
展
「
発
掘
さ
れ
た
日
本
列
島
二

〇
〇
一
１
新
発
見
考
古
速
報
展
」（
企

画
展
示
室
１
・
２
）

企
画
展
時

観
覧
料
　
一
般
三
〇
〇
円
（
二
四
〇
円
）

小
中
生
一
〇
〇
円
（
八
〇
円
）

四
月
十
八
日
〜
五
月
二
十
七
日

文
人
画
の
系
譜
（
特
別
展
示
室
）

新
収
蔵
作
品
〜
鈴
木
充
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

（
企
画
展
示
室
１
・
２
）

七
月
四
日
〜
八
月
五
日

渡
辺
崋
山
と
弟
子
た
ち（
特
別
展
示
室
）

八
月
七
日
〜
九
月
十
六
日

渡
辺
崋
山
と
谷
文
晁
門
下
の
友
Ⅰ

（
特
別
展
示
室
）

八
月
十
日
〜
八
月
二
十
六
日

夏
の
風
物
詩
（
企
画
展
示
室
１
）

九
月
十
八
日
〜
十
一
月
四
日

渡
辺
崋
山
と
谷
文
晁
門
下
の
友
Ⅱ

（
特
別
展
示
室
）

平
常
展
時

毎
週
月
曜
日
は
休
館

４
月
１７
日
・
５
月
２９
日
・
７
月
３
日
・
８

月
３１
日
・
９
月
１
日
は
臨
時
休
館

観
覧
料
　
一
般
二
一
〇
円
（
一
六
〇
円
）

小
中
生
一
〇
〇
円
（
八
〇
円
）

（

）
内
は
二
十
名
以
上
の
団
体
の
料
金

田
原
町
博
物
館
友
の
会
会
員
募
集
中

申
込
場
所
　
博
物
館
受
付

入
会
申
込
書
に
十
三
年
度
分
会
費
千
円

を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

特
典視

察
研
修
に
参
加
で
き
ま
す
。

博
物
館
だ
よ
り
を
郵
送
し
ま
す
。

展
覧
会
・
催
し
物
の
お
知
ら
せ

（
財
）
崋
山
会
か
ら

崋
山
・
史
学
研
究
会
会
員
募
集
中

申
込
場
所
　
崋
山
会
館

毎
月
第
四
土
曜
日
研
究
会

視
察
研
修
に
参
加
で
き
ま
す
。

崋
山
会
報
第
六
号

平
成
一
三
年
四
月
一
一
日
発
行

編
集
発
行

財
団
法
人
崋
山
会

理
事
長
　
白
井
孝
市

事
務
局
長
　
光
浦
貞
佳

〒
四
四
一
｜
三
四
二
一

愛
知
県
渥
美
郡
田
原
町
田
原
巴
江
一
二
の
一

ＴＥＬ
○
五
三
一
・
二
二
・
一
七
○
○

ＦＡＸ
○
五
三
一
・
二
二
・
一
七
○
一

編
集
・
協
力

田
原
町
博
物
館

崋
山
・
史
学
研
究
会

会
　
長
　
渡
辺
亘
祥

林
　
和
彦
　
尾
川
新
一

山
田
哲
夫
　
我
部
山
正

林
　
哲
志
　
小
川
金
一

柴
田
雅
芳
　
加
藤
克
己

中
神
昌
秀
　
仲
井
千
恵

※
崋
山
会
報
ご
希
望
の
方
は
崋
山
会
館
・

田
原
町
博
物
館
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

次
回
発
行
予
定
一
三
年
一
〇
月
一
一
日
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�
田
原
町
博
物
館
か
ら

田
原
町
博
物
館
か
ら

ご
　
案
　
内

ご
　
案
　
内

田
原
町
博
物
館
か
ら

ご
　
案
　
内

特
別
展

企
画
展
の
ご
案
内

５
月
３０
日
〜
７
月
１
日

９
月
２
日
〜
１０
月
８
日


